
発表対象︓最近1 年間に都市計画報告集掲載した報告のうち発表希望のあったもの 
発表時間︓10 分 + 質疑応答︓3 分 
報告会 ①（第I 会場︓学⽣センターA 棟 １階 G19 講義室)  司会︓ ⽯神 孝裕（計量計画研究所） 

題 ⽬ 著 者 ○印＝発表予定者 
盛岡市のローカルイメージに関する⼀考察 ○柳 未来（東洋⼤学）・佐野 浩祥 

近世初期⾵俗画にみる京都の都市空間における⼈の活動の特徴 ○徳井 夢有⼈（京都⼤学）・⼭⼝ 敬太・⾕川 陸・
川崎 雅史 

ワーケーションが従業員の⼼理的側⾯に与える影響と地⽅⾃治体への 
経済波及効果に関する実証的研究 

○尾形 和哉（SOMPO インスティチュート・プラス）・
宮本 万理⼦ 

集落基調型都市・地域における区域区分制度を前提とした独⾃の 
⼟地利⽤計画制度及び⼟地利⽤調整⼿法の構築に関する報告 
－茨城県桜川市の事例－ 

○関本 崇志（桜川市） 

三重県多気郡⼤台町における⽣物圏保存地域内の⾃然資源利⽤を 
⽬標とする観光まちづくりの現状評価 

○篠岡 果（⽴命館⼤学）・⾦ 度源・⼤窪 健之 

⽇本の都市計画における⾝体活動促進 ⽵内 萌恵（東京⼤学）・福島 渓太・⾐笠 匠⽃・ 
⼩⼭ 桜馨・○中村 圭汰・成澤 拓実・⼭⽥ 拓実・
菊池 宏幸・井上 茂・樋野 公宏 

地下鉄駅の駅まち空間に関する基礎的な研究 
－札幌市と福岡市における通り抜け利⽤と送迎空間に着⽬して－ 

○⼤⼭ 万智（⼾⽥建設（株））・岩⽔ 桂亮・ 
⿊瀬 武史 

都市の将来情報の提供が街なか居住意向に与える影響に関する研究 ○藤代 真奈（早稲⽥⼤学）・森本 章倫 

報告会 ②（第II 会場︓学⽣センターA 棟 2 階 G29 講義室)  司会︓ 沼⽥ ⿇美⼦（⼟地総合研究所） 
題 ⽬ 著 者 ○印＝発表予定者 

滋賀県野洲・守⼭の駅周辺徒歩圏の商業・医療福祉・公共施設⽴地と 
都市構造・都市計画 

○古⽥ 航⼰（滋賀県⽴⼤学）・轟 慎⼀ 

地域特性からみたエリアプラットフォームの組織及び活動の特徴 
－全国98 のエリアプラットフォーム団体の実態整理を踏まえて－ 

○⼩野寺 瑞穂（⽇本⼤学）・⼀之瀬 ⼤雅・ 
泉⼭ 塁威 

地⽅都市郊外の新規住宅地が⾃治会に及ぼす影響に関する研究 
－近江⼋幡市の住居系地区計画を事例として－ 

○森河 京⼦（滋賀県⽴⼤学）・轟 慎⼀ 

市街地における⽔害対策推進上のボトルネックは何か ○中野 卓（建築研究所）・⽊内 望・⽵⾕ 修⼀ 

⽔災害リスク低減に向けた居住移転誘導事業に関する費⽤便益分析 
－神⼾市におけるケーススタディ－ 

○⼭本 真規⼦（関⻄⼤学）・越⼭ 健治 

路⾯アートの道路デバイスとしての可能性の研究 ○中川 晴賀（⽇本⼥⼦⼤学）・薬袋 奈美⼦ 

これからの⾃律的な⺠間緑地整備に関する考察 ○植⽥ 直樹（（株）三菱地所設計）・村上 暁信・ 
横張 真 

オフィス街における⼩規模オープンスペース の利⽤者⾏動の実態に 
関する研究 

○⾼橋 和敬（（株）⽇⽐⾕アメニス）・⾼野 盛信・ 
塩澤 敬祐・上杉 哲郎・⽵内 智⼦ 

報告会 ③（第III 会場︓学⽣センターA 棟 ２階 G2 ⼤講義室) 司会︓ ⾼澤 由美（⼭形⼤学） 
題 ⽬ 著 者 ○印＝発表予定者 

近世港町の成⽴経緯と都市形態 －東海地⽅太平洋沿岸を対象として－ ○鈴⽊ 瞭真（新潟⼤学）・岡崎 篤⾏ 

中⼭間地域における芸術のまちづくりが移住者の移住動機に与える 
影響について 

○道祖 英⼀（相模原市）・瀬⽥ 史彦 

古⺠家再⽣事業を核としたDMO の⾃主財源開発と事業展開プロセス 
－福井県・まちづくり⼩浜（おばま観光局）を対象として－ 

○中⽥ 諒（京都⼤学）・⾕川 陸・⼭⼝ 敬太・ 
川﨑 雅史 

アメリカ東海岸の空き家・荒廃地区の再⽣ ○平 修久（聖学院⼤学）・⻄浦 定継・吉川 富夫 

滋賀県19 市町の第1 次空家等対策計画および関連施策の運⽤実態と 
課題の⽐較研究 

○荒井 美⾳（滋賀県⽴⼤学）・轟 慎⼀ 

買い物⾏動における回遊性の評価に関する研究 ⻄島 佑輝也（東京都⽴⼤学）・○吉川 徹 

サイクルアンドバスライド駐輪場の最適配置 ○渡邉 滉⼤（⾸都⾼速道路（株））・吉川 徹 

中国の⼤学キャンパスにおける共有空間および学⽣間交流に関する研究 ○郭 偉凡（東京都⽴⼤学）・吉川 徹・讃岐 亮 
 

都 市 計 画 報 告 会︓11 ⽉ 12 ⽇（⽇）15:00〜17:00 


